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研究成果の概要（和文）： 

リンゴ果実に感染したキンカクキンMonilinia fructigena は、放置することで別のキンカ
クキン Lambertella に置き換わる（マイコパラサイト）現象が観察される。一方、vitro
で観察した場合、両菌は互いに阻害することなく混じり合うが、しばらくするとパラサイ 
ト Lambertellaのみが観察される。したがって、本現象を単純に抗生物質で説明すること
はできない。本研究課題では本現象の機構検討し以下の成果を得た。 
パラサイト Lambertellaは、まず、ホストにも無害な lambertellol類を生産するが、分泌
する。これらは拡散性があり、ホストまで到達、その後分解して活性な lambertellinに変
化する。lambertellol類は酸性条件下では比較的安定であるが中性付近では速やかに分解 
、lambertellin に変化する。ホスト不在時にはただちに分解され、またパラサイトは生じ
た lambertellinを自己で分解するため、これの濃度は低い状態で保たれ、ホストの接近は
可能である。一方、ホストはクエン酸を大量に分泌し菌周辺は著しい酸性になる。したが 
って、ホストが接近したときにのみ lambertellol類は拡散し、ホスト禁止周辺で分解、ホ
ストを阻害する。これが競争阻害なしでホストを駆逐する機構であることを証明した。ま
た、lambertellinは生産者自身にも毒性を示す。これは両菌が遺伝学的に近縁で、一方に 
特異な毒物質を生み出すことができなかったためと考えている。また、lambertellol はホ
スト接近時のみ検出されたが、当初、ホスト接近が Lambertellol の生産 ON/OFF を制御
していると考えたが、恒常的に稼働していることを、lambertellin 分解物を特定、これが
通常時にも検出されることから実証した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Monilinia fructigena is sometimes replaced with Lambertella corni-maris on apple 
fruits, which is now considers as mycoparasitism. This phenomenon could be 
reproduced also on Petri dish. In this case each fungus is intermixed together without 
competitive inhibition. But we observed only Lambertella corni-maris from the dish 
after a couple of month. Thus we can not explain this phenomenon only with 
production of antibiotics. 
Parasite Lambertella produces lambertelllols. These are diffusible on PSA mediu. 
Although, these are stable under weak acidic conditions, it became labile by 
increament of pH.  We found that the host Monilinia makes its surroundings acidic to 
stabilize it. So, lambertellols can reach to Monilinia’s area. The degraded product is 
known lambertellin which shows potent antifungal activity, while lambertellols do not 
show that activity. It would be the mechanism for the fungal replacement without 
showing competitive inhibition. This mechanism accorded with that fact that 
lambertellin is always minor component. In the beginning we thought there is a 
mechanism to turn on anf off the production of lambertellin. We also succeeded in 
proving that by observing constant production of lambertellin by detecting its 
biodegradation product. 
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１．研究開始当初の背景 

リンゴ果実に感染したキンカクキン
Monilinia fructigena は、放置することで
別のキンカクキンLambertellaに置き換わ
る（マイコパラサイト）現象が観察される。
マイコパラサイト現象を二次代謝産物の視
点から研究された例はほとんどなく、これ
の解明は新たな天然物化学の展開になる期
待がもたれていた。 
 

２．研究の目的 

マ イ コ パ ラ サ イ ト Lambertella 
corni-maris は、寒天培地上で Monilinia 

fructigena（ホスト）に侵入、競争阻害
を引き起こすことなく駆逐してしま
う。これまでの研究から、「パラサイ
トは、ホストを検出することにより、
拡 散 性 の 高 い ス ピ ロ ブ テ ノ リ ド  

Lambertellol 類を生産し、これらがホ
ス ト に 到 達 後 、 毒 性 の 高 い  

lambertellin に変化しダメージを与え
る。」という、これまでの生物間コミ
ュニケーションには例のない巧妙な
機構を推定している。しかし、化学的
に安定な lambertellin は、不安定な
lambertellol 類に比べ常にマイナー成
分になっているなど不明があり、進化
の過程でパラサイトの獲得した本機
構の合理性を説明するに疑問点も残
っている。本研究課題では、有機化学
的、遺伝子工学的手法により上記仮説
を検証する。  

 

３．研究の方法 

・lambertellolの分解条件を精密化する。 
・lambertellol自体はホストに対して毒性を
示さないことを明らかにする。 
・ホストは lambertellinを自身で生分解し
ていることを明らかにする。 
lambertellinno 

分解が恒常的に行われていることを証明す
る。 
４．研究成果 
パラサイト Lambertellaは、まず、ホスト
にも無害な lambertellol 類を生産するが、
分泌する。これらは拡散性があり、ホスト
まで到達、その後分解して活性な
lambertellin に変化する。lambertellol 類
は酸性条件下では比較的安定であるが中性
付近では速やかに分解 
、lambertellin に変化する。ホスト不在時
にはただちに分解され、またパラサイトは
生じた lambertellinを自己で分解するため、
これの濃度は低い状態で保たれ、ホストの
接近は可能である。一方、ホストはクエン
酸を大量に分泌し菌周辺は著しい酸性にな
る。したが 
って、ホストが接近したときにのみ
lambertellol 類は拡散し、ホスト禁止周辺
で分解、ホストを阻害する。これが競争阻
害なしでホストを駆逐する機構であること
を証明した。また、lambertellin は生産者
自身にも毒性を示す。これは両菌が遺伝学
的に近縁で、一方に 
特異な毒物質を生み出すことができなかっ
たためと考えている。また、lambertellol
はホスト接近時のみ検出されたが、当初、
ホ ス ト 接 近 が Lambertellol の 生 産
ON/OFFを制御していると考えたが、恒常
的に稼働していることを、lambertellin 分
解物を特定、これが通常時にも検出される
ことから実証した。 
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